
11 月 17 日に学習発表会を行いました。１年生はウサギについて，観察したことや調べ
たことの発表でした。２年生は東山動植物園へ行って獣医さんに取材したことをまとめま

した。３年生は校庭で昆虫採集をした中からカマキリについて物語を作って発表しました。

４年生は南吉作品「子どもの好きな神様」をアレンジして発表しました。５年生はミュー

ジカル「サウンド オブ ミュージック」を発表しました。６年生は宮沢賢治の「注文の

多い料理店」に算数や理科，修学旅行などを織り交ぜて発表しました。どの学年も学習し

たことがわかりやすくまとめられていて，子どもたちの思いがしっかり伝わりました。

わたしは，子どもたちに「練習は本番のように，本番は練習のように」と話しています。

練習のための練習では，時間や労力に無駄が出てしまいます。常に「本番」だという意識

をもって練習に臨みます。どんどん新しい案や工夫が出され，さらにレベルアップするこ

とができます。今回の学習発表会の内容も，担任からの一方的な指導だけではなく，ビデ

オ撮影したり録音したりして，子どもたち同士が意見を出し合って改善していきました。

練習の内容がとても濃く，常に本番を意識したものになっていきました。逆に，本番は練

習の時のようにできました。そこには「練習でできたんだから」という自信も見えました。

一生懸命取り組むことと，ほどよい緊張感で，本番はどの学年も最高の出来栄えになった

と思います。やっぱり一生懸命はかっこええ！みんなかっこよかったよ。

中央昇降口の水槽にいる，

有脇 小学校の主とも言うべきウナ

ギに名前がつきました。その名は「なぎ」です。生活委員会が

進め，最後は決選投票で決定しました。とってもすてきな名前

です。「なぎ」は昼中はほとんど動きませんが，夜は活発に動

いているようで，小さい水槽の時には水槽の外に飛び出ていた

こともあったそうです。長生きしてほしいですね。 トマト鍋にはまってます



いつも有脇小学校の子どもたち

がお世話になっている「有脇の農

地・水・緑を守る会」の皆様が，「平

成 30 年度農地・水・環境の集い」
において「農村環境保全活動部門」

で「愛知県知事賞」を受賞されま

した。11 月 17 日に大府の愛三文化
会館で，大村愛知県知事から表彰

状を授与されました。日頃の活動

が愛知県下 418 組織の頂点に立つ
評価を受けられたのです。誠にお

めでとうございます。表彰式には

わたし（校長）と児童会の代表児

童３名も参加させていただきました。有脇小学校は「かいどり大作戦」「稲作体験活動」

「地域学習」など，さまざまな場面でお世話になっています。あらためて地域のみなさん

に支えられて成り立っている学校なんだと実感しました。ありがとうございました。

半田市では 31 年度より，全学校で「コ
ミュニティ・スクール」を開設し運営しま

す。 あらためてコミュニティ・スクールとはどんなものなのか。文部科学省から出され

たものには「学校と保護者や地域のみなさんがともに知恵を出し合い，学校運営に意見を

反映させることで，一緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え『地域とともにあ

る学校づくり』を進める法律に基づいた仕組みです。」とあります。有脇小学校ではすで

に，「学校応援団」や「学校運営支援協議会」等の組織が立ち上がっています。「学校運

営支援協議会」が「学校運営協議会」と名前を変え，役割も少し幅広くなります。また「学

校応援団代表者連絡会」に「コーディネーター」を置き，応援団同士の連絡や調整をしま

す。以下の図が有脇小のコミュニティスクールの組織です。

学校運営協議会 有脇小学校 〈地域とともにある学校〉

学校応援団代表者連絡会・コーディネーター

学校応援団

安全応援団 環境応援団 学習応援団

・スクールガード ・せん定 ・読み聞かせ ・稲作

・ＰＴＡ生活指導部 ・飼育ボランティア ・わくわくチャレンジ

・ＰＴＡ地域委員会 ・ＰＴＡ環境部 ・かいどり大作戦

・ＰＴＡ保健体育部 ・地域学習 ・昔の遊び

・踊り指導

※半田市では３１年度の予算にも計上していただいてます ・ＰＴＡ図書部

今回もわたしがよく使う名古屋弁を紹介します。

○「ほかる」→「捨てる」 使用例「古なってぼろぼろだで はよほかりなさい」

○「わや」→「むちゃくちゃ」 使用例「今度のテスト わやだでいかんぎゃ」




